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撮影早分かり Q 
簡単に写せます胃 


ピント合ねせに 
つし、て 



変えてみましよう 


フラッシュを使つ胃 
て撮影しましよろ 


孫力にご綿 
し、ただくただ)に 



こんなことち知つ胃 
ておきましよう 



お買い上げありがとラございます。このカメラを十分に活用していただくために、この使巧説日月 
書をご使巧前にお読みください。またお読みになつた後は、保証書、アフターサービスのご案内 


とともに大切に保管してくださし、。 
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各部の名称 . 巧晦)ついをところは、直接手などでがらないように気を巧けてください。 
くボデイ> 



1. セルフタイマーランプ 

2. 前ダイヤル 

3. シャッターボタン 

4. ドライブモードレノスー 

5. 露出モードダイヤル 

6. ボディ表示部 

7. 内蔵フラッシュ 

8. 才ートロツクアクセサリーシユー 

9. フラッシュ強制発光ボタン 

10. 露出補正ダイヤル 

11. 露出補正ロック解除ボタン 


12. フラッシュ調光補正ダイヤル 

13. ストラップ取り巧け部 

14. パノラマ切り替えレバー 

15. 裏ぶた開放レパー 

16. フオーカスモード （ AF / M ) ボタン 

17. レンブ交換ボタン 
18マウント標点 

19. ミラー* 

20. AF レンズ信号接点* 

21. プレビュ ー (絞り込み)ボタン 





22 . メインスイッチ 

23. アイピースカップ 

24. 視度調整ダイヤル 

25. 測光方式選択スイッチ 

26. AE ロックボタン 

27 . 後ダイヤル 

28. AF モー ド切り替えスイ ッチ 

29. リモートレリーズターミナル 

30 . 電池室ふた 

31 . AF エリア切り誓えスイツチ 


班.途中卷き戻しボタン 

33. フラッシュモードスイッチ 

34. 云脚ねじ巧 

35. フイルム感度設定ボタン 

36 . フイルム確認窓 

37. フアインダー* 

38. DX 接点* 

39 . シャッター幕* 

40. フイルム先端指標 
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< ボディ表示部 > 



1 シャッター 速度/フイルム感度表示 6 ハ n トロー ネ マーク 

2. 絞り値表示 7.フイルムマーク 

3. フイルム感度マーク 8.フイルムカウンター/多重露光回数 

4. マニュアルフォーカス表示 表示 

5. 電池容量表示 
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くファインダー表示部> 



4」占も少 8 910 巧 

1. スポツトフオーカスエリア 7.フオーカス表示 


2. ワイドフォーカスエリア 8.シャツター速度/フイルム感度表示 

3. ス ボツ ト測光サークル 9.AE ロ ツクマー ク 

4. フラツシュ撮影表示 10•絞り値表示 

5. ハイスピードシンクロマーク 11.測光インジケーター 


6.フラッシュ充電完了/調光確認/赤 


目軽減プリ発光/ワイヤレスフラツ 


シユ表示 
















6 


1 .電池を入れます。 

電池に CR 5 1個)を、電池室のふたの表示 
にしたがって入れます。 


2.レンズを取り付けます。 

レンズとボディの2つのホし V 点を合わせて 
はめ込み、カチツとロックがかかるまで時 
計ち向に回します。 


3.電源を入れます。 

メインスイツチを ON にします。 

「ワンラインセーフテイ」で、カメラが全自 
動の状態になっていることを確認します。 

※ボディ上面およびを側面にあるダイヤルやレ 
バー上の指標が一直線にそろうよラに、また 
ボディ背面の2つのスイツチ上の指標力冰平に 
なるように、それぞれ操作すれば、このカメ 
ラは全自動のが態になります。これを r ワンラ 
インセーフティ」と呼びます (19 ページ参照)。 



4 .フイルムを入れます。 

フイルムの先端をホいマークに合わせ、裏 
ぶたを閉じます。 




5.カメラを構え、ピントを合 


わせます。 

写したいものがフォーカスフレームに入る 
よラにカメラを構え、シャツターボタンを 
軽く巧します。 



6.撮影します。 

そのままシャツターボタンをゆつくり巧 
し込んで撮影します。 








この章では、撮影前の準備と、最も簡単な撮影ち法を説日月しています。初めてカメ 
ラをご使巧になるちでも、この章をお読みいただければ簡単に撮影できます。 



標準付属品か取り付け方 



ネツクストラップ 



左図のよラに取り付けます。 
•反が側も同様に取り付けます。 


アイ ピース カップ 



接眼枠の上から差し込みます。 


アイピースキヤップ _ 

長時間露光(バルブ撮影） （44 ぺージ参照)やセルフタイマー撮影 (78 ページ参照)で、 
ファインダーから光が入るのを防ぐために使用します。 


アイピースカツプを下から押し上げる 
よろにして外し①、アイピースキヤツ 
プをはめ込みます③。 







電池の入れち 



6 V パックリチウム電池 2 CR 5 を1個使用します。 


•リチウム電池のお取り扱いには十分ごを意ください （90 ぺージの電池に関するミ主 
意をお読みください)。 



1.電池室開放レバーを矢印の方向へ押 
して、電池室のふたを開けます。 


2.電池室ふたの+/—表示にしたがつ 
て電池を入れ、カチツと音がするま 
でふたを閉じます。 


縦位置コントロールグリップ VC -507 を取り 
付けるときは、電池室のふたを取り外しま 
す。ふたを開け、矢印の方向に軽く巧すと 
外すことができます（図 A )。 外したふたを 
元通り取り付けるときは、ふたの溝の部分 
①を電池室内の軸②にはめをむよろにしま 
す(図が。 
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電池容量の確認 

メインスイッチを LOCK から ON にすると、自動的に電池容量のチェックが 
行われ、ボディ表示部にその結果を表示します。 



参メインスイッチを ON にしてもポデイ表示部に何も表示されないときは、まず電 
池の向き力{正しいかどラかを確認してください。それでも何も表示されないとき 
は電池を交換してください。 
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レンズの取り付け方， 



1.カメラのボディキヤツプ①、レンズ 
の後キャップ③を外します。 



2.レンズとカメラの2つの赤し N 点①を合 
わせてはめ込み、カチツと音がする 
まで矢印ち向に回します③。 


参レンズを取り付けるときはレンズ交換ボタンを巧さないでくださし、。 

#レンズに無理な力を加えないでくださし、。 

参カメラの内部、特にレンズ信号接点やミラーに触ったり傷をつけたりしないよラ気を付けて 
くださし、。 
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レンズの取り外しち 



レンズ交換ボタンを巧したまま①、レ 
ンズを矢印のち向に止まるまで回して 
取り外します③。 



•取り外した後は、カメラ本体にポデイキヤップ 
を、レンスに前および後キャップを付けてな管 
してください。 
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フイルムの入れ方 

始めてカメラをご使巧になるときは、フイルムを入れる前 
に、裏ぶたの内側にある保護シートを取りかしてくださし、。 

保護シート 



フイルム確認窓でカメラの中にフイルムが入つていないことを確認してか 
ら、裏ぶ;たを開けてくださし、。 



1.裏ぶた開放レノ X —を押し下げて裏ぶた 
を開けます。 


2.フイルムを図のように入れます。 


3.フイルムの先端を赤いマークの範囲内 
に合わせます。 

♦フイルムカち浮き上力ろないようにパト□-ネ(フイ 
ルム容親を巧さえてくださし、。 
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隊焉 ii! 


) で使巧し 


感度一 
枚数一 
したが- 
き戻しブ 





















フイルムの巻き戻し 

フイルムの最後のコマを撮影すると、自動的に巻き戻しが始まります。フイルムカウ 
ンターが" 0" になり、ハ a トローネマークが点減したら、巻き戻しは終了です。 



フイルムの取り出し方 



1港き戻し力、‘終了するまで待ちます。 

2.裏ぶ たを開けてフイルムを取り出しま 
す。 


<フイルムを最後のコマまで撮影せずに途中で取り出したいとき> 



メインスイツチを ON にして、ボデイ背 
面の途中巻き戻しボタンを押します。 


•きき房しの途中で、途中卷き戻しボタンを巧すと、卷き戻しの速度力禮くなります借き戻 
しの音は多少大きくなります)。 
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匿麵! 護琴ミ i 戀麵 illi 懸 y 帮顯繫ぶ;誦^ 

フイルム感度の設定と変更 

DX 〕ー ドの付いていないフイルムをお使いの場合は、 1 U 下の要領でフイルムパッケ 
ージなどに記載されているフイルム感度をカメラに設定してください。また、増感 
撮影など、意図的にフイルム感度を変更する場含もじ rF の要領で行なつてください。 


紙 ゴ！ 


機 

戀麵 

■ 

画 

■ 

画 



1.フイルム感度設定ボタンを巧します。圍 

参ポデイ表示部に現在のフイルム感度が表示され 
ます。 


2.前または後ダイヤルを回して、希望 
のフイルム感度を選びます。 

•設定可能なフイルム感度の範囲はに06〜6400で 
す。 


3 .シャツ ターボタンを軽く押す(半押し) 
と、通常の撮影が態にもどります。 

参撮影やでも、フイルム感度設定ボタンを巧せば、 
現在のフイルム感度を確認すること力巧きます。 
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カメラの構え方/シヤツターボタンの押しち 


カメラの構え方 



カメラが少しでも動くとぶれた写真になりますので、しっかりと構えて撮影してくだ 
さい。 


参片目をカメラのフアインダーにぴったりつけます。脇をしめ、左手でレンズの下1陪持って支えま 
す。 

♦片足を軽く踏み出し、上半身を安定させます。壁にもたれたり、抓などに肘をついたりしても効果 
があります。 

♦暗し、場所でフラツシュなしで撮影する場合(シャツター速度力准くなる)や、望遠レンズを使う場合 
は、手ぶれが起こりやすくなります。このような場合は、しっかりとした；脚にカメラを固定して 
撮影してください。 

参別売の縦位置コントロールグリツブ VC >507 やホールデイングストラップ HS -700 を使用すれば、力 
メラの保持をより確力、なものにすること力巧きます。 


シャッターボタンの巧し方 

このカメラのシャッターポタンは、2段階になっています。シャッターボタンを軽く巧すと、 
遗中でかし止まるところ力鴻ります。この使巧説明書ではここまで巧すことを「半巧し」と呼 
んでいます。シャッターボタンを半押しすると、カメラはピントを含•わせ、露出を決定します。 
半巧しのが態からさらに2段目まで巧し込むとシャツターカ硕れます。 



18 







ワンラインセ■-フテイを確認した後のカメラの状態は)欠のとおりです。 
露出補正 ... . ..±0 

フラッシュ調光補正..… ••… ±0 .か 

露出モド" .. "............ PROGRAM モード 

ドライブモード . 1コマ撮影 

AF モード ... AF 制御旨動切り換え ( A ) 

測光方式 . .. 14 分割ハニカムパターン測光 

AF エリア………... . ワイドフオーカスエリア 


I 、ヮシラ^ ゎ™フ すが'、^ i 選嶺參 

■う^'';、 ’ - . •: . か、、、… -…… み〜 •一....… •一 . '.W .»»1 クー ■■■•/Ms 

ボディ上面およびち側面にあるダイヤルやレバー上の指標が一直線にそろうよろに、 

またボディ背面の2つのスイツチ上の指標が水平になるよラに、それぞれ操作すれば、 

このカメラは全自動のが態になります(下図参照)。これを「ワンラインセーフティ」と 
呼びます。これにより、このカメラが現在全自動のが態なのか、または設定が変えら 
れてし N るが態なのかを一目で確認すること力巧きます。 


♦ボディ表示部に M.FOCUS が表示されているときは、カメラがマニュアルフォーカス（手動 
によるピント合わせ）のが態になっています。フォーカスモード （AF/M) ボタンを巧して 
M.FOCUS 表示を消し、オートフオーカスのが態にしてください。 
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1.ワンラインセーフテイでカメラが 
全自動のが態であることを確認し 
(前ページ参照）、メインスイッチ 
を ON にします。 


2.内蔵フラッシュを持ち上げます。 
フラッシュカ S 必要なときは自動的 
にフラッシュ撮影になります。 

参フラッシュモードスイツチは4または巧> に 
合わせてください。 


3.ズームレンズを使つているとき 
は、撮影したいものが希望の大き 
さになるよろにズームリングを回 
します。 

参 AF ブーム Xi レンズをご使用の場をは、レンズの 
AZ / MZ スイツチを AZ にしてくださし、。 











4 .ピントを合わせたいものがフオー 
カスエリアに入るようにカメラを 
構え、シャッターボタンを半巧し 
します。 

•自動的にピントカをいます。 



5.シャツターボタンをゆつくり押し 
込んで撮影します。 

♦撮影後、フイルムは自動的に巧のコマにきき上げ 
られます。 

参フイルムの最後のコマを撮影すると、自動的に卷 
き房されます。 
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ピ > I -營わ曾（フォーカ7：) 
について 


この章では、このカメラの才ートフォーカス機能（フォーカスモード、フォーカス 
エリア）について説明しています。 

また、写したいものが画面中央にない場合に、オートフォーカスで写したいもの 
にピントを合わせるためのフォーカスロック（ピントの固定）のち法や、才ートフ 
オーカスではピントカ S 合いにくい被写体にピントを合わせるための、手動による 
ピント合わせ(マニュアルフォーカス）の操作方法についても説明しています。 
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才-"トフォ~カスモード 

このカメラには、コンテイニユアス AF ( C )、 ワンシヨット AF ( S ) s およびコンテイニユ 
アス AF とワンショット AF とが自動的に切り替わる、 AF 制御自動切り替え ( A ) の3通り 
の才ートフォーカスモードがあり、撮影者の意図や使いちに応じて切り誓えることが 
できます。 


AF 制御自動切 U 替え ( A ) 



被写体の動きに応じて、コンテイニユアス AF と 
ワンシヨット AF とが自動的に切り替わります。 
被写体が動いているときは、シャッターボタン 
を半押ししている間ピントを合わせ続けます。 
被写体が止まっているときは、シャッターボタ 
ン半押しで一度 だけ ピントを合わせ、そこで固 
定（フォーカスロック）します。そのため、シャ 
ッターチャンスを逃すことなく撮影に専念でき 
ます。人物撮影や記念撮影からスナップ、風景 
写真など幅にいシーンでお使いいただけます。 
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オートフオー■カスモード 


コンテイニユアス AF (ご） _ 

シャツターボタンを半巧ししている間ピントを 
合わせ続けます。 

動きの激しい被写イ本、たとえば運動妄の徒競争 
や競馬、鉄道写真、自動車レースなどの撮影に 
効果を発揮します。 



ワンシヨツト AF ( S ) 



誠 


シャッターボタン半巧しで一度だけピントを含 
わせ、そこで固定（フォーカスロック）します。 
ほとんど動かない被写体、たとえば建築物や美 
術品の撮影、あるいは接写•複写撮影などに適 
しています。 


、 ，み、、 、.心だ/‘ くず ^ ' 、イ ’ " 、 

♦このカメラは、 AF 制御自動がり替え/コンテイニユアス AF/ ワンシヨツド 
AF し、ずれの場をも、ピントが合わないとシャッターは切れません。 

墓 ii! 111 
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AF モ■-ドの切り誓えち 



AF モード切り替えスイツチを、 A、C、 
または S に合わせます。 


参ボディ表示部に M.FOCUS 力讓示されているときは、カメラがマニュアルフオーカス（手動に 
よるピントさわせ）のが態になつています。フオーカスモード （AF/M) ポタンを巧して g 
M.FOCUS 表示をおし、才ートフオーカスのが態にしてくださし、。 







フォ- ~ カスエリア 

オートフォーカスで撮影するときは、写したいものがフォーカスエリアに重なるよラ 
にカメラを構えます。このカメラのフォーカスエリアは、被写体をとらえやすいワイ 
ドフォーカスエリアと、部分的なところにピントを合わせやすいスポットフォーカス 
エリアの2つを切り替えて使うことができます。 


ワイドフオーカスエリア 



ワイドフォーカスエリア内には3つの AF センサ 
—が配置されており、広い範囲でピント合わせ 
ができます。そのため、フォーカスエリアをそ 
れほど意識しなくても楽にピントをわせができ、 
スナップ感覚で撮影できます。また、スポーツ 
シーンのように動きのある被写体でも容易にと 
らえること力 S できるため、シヤツターチヤンス 
を逃しません。 
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スポツトフオーカスエリア 



スポツトフオーカスエリアの場合は中央の1つ 
の AF センサーからの情報をもとにピントを合わ 
せます。そのため、部分的なところや細かな部 
分にピントを合わせることができます。サツカ 
—やラグビーなど多人数競技でねらった人物を 
撮りたいとき、人物撮影で人物の目にピントを 
合わせたいときなどに便利です。 


フォーカスエリアの遷びち 



AF エリア切り替えスイッチの指標を、 
ワイド フオー カスエリアにしたいと 
きは [] に、スポットフオーカスエ 
リアに切り替えたい場含は—にを 
わせます。 
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フアインダー表示部のフォ-■■カス表示 

广广 被写体にピントカをつています。 


㈱ •? 


C n 





ピントが固定されています（シヤツターボタン 
半押し後で被写体が止まつてし^る場含)。 


〇 _が5 _8 


ピント合わせの途中です（シヤツターは切れま 
せん)。 



r n n 

-I u u 


ピントカをいません（シャツターは切れません。 
31ページをご覧ください)。 
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纔觀 It 為綱 1 说こ霸键 iHH 篇蜀 

被写体が画面中央にない構図で撮ろラとすると、被写体がフオーカスエリアに入 
らない場を力《あります。そのまま撮影すると、背景にピントカをつて被写体がぼ 
けた写真になってしまラこと力《あります。このよ弓な場合は、巧のよラにしてピ 
ントを固定して撮影してくださし、。 



1. AF モード切り替えスイツチを、 A ま 
たは S に合わせます。 



2.ピントを合わせたいものにフオーカ 
スエリアを含わせます。 


3.シャツターボタンを半巧しします。 

参ファインダー内のフォーカス表示がか 
ら • に変わり、ピントカ、‘固定されます。 

參 AF モード切り替えスイツチが S のときは、フ 
アインダー内にフォーカス表示 ♦ が出て、ピ 
ントが固定されます。 
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撮りたし、ものが！画を央にな t 、ときは(フォーカスロック） 

4.シャツターボタンを半巧ししたまま、 
撮りたい構図にします。 



5.シヤツターボタンを巧し込んで撮影します。 

♦ AF モード切り替えスイツチを A に合わせていてピントを固定しにくい場合は、スイツチを S 
に切り誓えてみて < ださし、。 

参 AF モード切り替えスイツチを C に合わせているとき、またはフオーカス表示の參が点灯し 
ないとき（被写体力、‘動いているときなど）はピントを固定することはできません。 

参14分割ハニカムパターン測光時 (45 ぺージ参照）には、ピントと同時に露出も固定されますの 
で、シャッターボタン半押しのまま同じピント位置で続けて撮影する場を、被写体の明るさ 
が変わると適正露出が得られないことがあります。 



AF ズーム Xi レンズの場合、ズームリングを手前に引いてピントを固定することもできます。ま 
た、フオーカスホールドボタンの巧いているレンズの場さ、ボタンを巧してピントを固定する 
こともできます。詳しくはレンズの使用説明書をご覧ください。 
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M わ疑^嫌苗黄弟なお自4 i s 讓簾 爆 

オートフォーカスのピント合わせは被写化のコントラスト（明暗差)を利用していま 
す。したがって、じ(下のような被写体では才ートフォーカスでピントカ S 合いにくし、 
ことがあります。このよラな場合は、写したいものと同じ距離にあるピントの合い 
やすい被写体でフォーカスロック撮影(29、30ページ参照)するか、なページの手動 
によるピント合わせを行つてくださし、。 



おりの中の動物など、フオーカスエリアの中 
に距離の異なる被写体が混じっているとき 




オフィスビルの外観など、繰り返しパターン 
の連続する被写体 



青空や白壁などコントラスト（明暗差)のない 
被写体 

太陽のよ5に明るすぎる被写体や、車のボデ 
イ、水面などきらきら輝いている被写体 
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1 .カメラのフォーカスモード （ AF / M ) ス 
イッチを、カチッと音力、‘するまでカメ 
ラ側に巧し込みます。 

参ボディ表示部に、 M.FOCUS が表示されます。 


2 .<AF レンプ、 AF ズームレンズの場合> 
レンズのフォーカスリングを左ちに回し 
ます。被写体がもっともはっきり見える 
ところでリングを離します。 

く AF ズーム Xi レン义 AF パワーズームレンズの 
場合〉 

ズームリングをカメラ側に引き、そのま 
ま左右に回します。被写体がもっともは 
つきり見えるところでリングをすばやく 
元に戻します。 


•才ートフォーカスでピントカ S をうよラな被写体の場合は、ファインダー内のフォーカス表示 
がピントの状態をお知らせします (28 ぺージ参照)。 

♦もろ一度フォーカスモード (AF/M) ボタンを巧すと、才ートフォーカスに戻ります（レンズ交 
換や、メインスイツチを LOCK にして再び ON にしても、オートフォーカスには戻りません)。 
•14 分割ハニカム《夕ーン測光は才ートフォーカスと連動しているため、マニュアルフォーカ 
スにすると、測光ち式は常に中央重点的平均測光になります (46 ページ参照)。 


32 










销扁蜘的助！ 


内蔵フラッシュを持ち上げたが態で暗いところで撮影をしていると、シヤッター 
ボタンを半押ししたときにフラッシュカ《光ることがあります。これは、オートフ 
オーカスでピントを合わせやすくするために発光する AF 補助光です。 

この補助光が届く範囲は、1〜 5 m です(当社試験条件による)。 


く内蔵フラッシュによる AF 補助光を禁止したいときは> 



1.フイルム感度設定ボタンを押したま 
ま、フラッシュ強制発光ボタンを押し 

ます。 固 

参ボディ表示部に On AL と表示されます。 


r む ， 


UFF 

2.フイルム感度設定ボタンを一度押しま 
す。 

参表示力で FF AL に変わります。 

Hi 


Hi 




3. シャツターボタンを半巧しします。 






参内藏フラッシュによる AF 補助光を使用したいときは、同じ操作でボデイ表示部に On AL を表 
示させます。 

• AF モード切り替えスイッチを C にをわせているときは、内蔵フラッシュによる AF 補助光は 
使用できません。 

参プログラムフラッシュを付けているときは、プログラムフラッシュの AF 補助光が発光します。 
•レンズの焦点距離が300 mm じ1上のときは、 AF 補助光は発光しないこと力％ります。 AF マクロ 
ブーム 3 X -1 X 使用時にも、 AF 補助光は発光しません。 
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絞りやシャッター速度を変えることで写真の描写を変えること力、‘できます。これは 
コンだ7トカメラにはない、一眼レフの大きな特徴の一つです。この章では、撮影 
者の希望する絞り値やシャッター速度で写真を撮る方法につし、て説明しています。 
また、意園通りに撮影されるちのために、露出補正や露出ずらし（ブラケット）、測 
光インジケーターなどの機能についても説明しています。 



露出モ"ード 




.伊’' 


同じシーン、同じ被写体でもシャツター速度や絞り値を変えると写真の描写が変わり 
ます。露出モードを変えることで、シャツター速度と絞り値のどちらか一ち、あるい 
は両方を自分でミ夫めることができます。このカメラにはじ>(下の4つの露出モードがあ 


ります。 


P (プログラム）モード (37 ページ参照^^_ . _ 

撮影シーンに適した絞り値とシャッター速度が自動的に決まります。 

シャッターチヤンスに専念することができ、スナツプ写真などの一般撮影に最適です。 


A (絞り優先)モード (38 ぺージ参 g 马__ 

撮影者が希望の絞り値を決めることができます。カメラが自動的にシヤツター速度を 
みめます。 

ポートレート撮影など、絞りの効果を生かして背景のボケ具合をコントロールしたし、 
ときに使います。 


S (シャツター速度優先)モード (40 ぺージ参照） __ 

撮影者が希望のシャツター速度を決めること力、’できます。カメラが自動的に絞り値を 



決めます。 

スポーツ撮影など、シャッター速度の効果を生かして動くものを止めて表現したり、 
逆に流動感を表現したいときに使し^ます。 


M (パ ー ユソゾ J レ)モ—卜 (42 ペーン参照)_ 

撮影者が絞り値とシャッター速度の両方を決めます。 

絞りとシャッター速度の両方を固定したままで撮影したいときや、フラッシュメータ 
一など単体の露出計で測った値で撮影するときに使います。 
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露出モード 


露出モードの選び方 



露出モードダイヤルを左右に回して、 
希望する露出モドをボディ上の指 
標に合わせます。 
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が^ログラム) モー ド撮影 



このカメラのプログラムモードは、被写体 
までの距離や被写体の動き、撮影倍率など 
から撮影シーン(人物撮影、風景撮影、お接 
撮影など）を自動的に判別します。そして、 
そのシーンに適した絞り値とシャツター速 
度の組み合わせを自動的に決定します。シ 
ャツターチャンスに専念することができ、 
すばやく手軽に撮影できます。スナップ写 


真などの一般撮影に最適です。 


巧のような点滅表示がファインダー内に現われたときは、撮影しても適正露出が得られま 
せん。詳しくは86ぺージの r 表示力《点減したときは」をご覧ください。 


側 G とが 巧 


被写体が日月るすぎる、または暗すぎて、カメラの 
測光範囲を越えています。 


㈱ ■> ぶ GG :- 


被写体がおるすぎる、または暗すぎて、使用レン 
ズの絞り値-シャツター速度の範囲を越えていま 
す。 







m 眷； ’ が#‘’， '由離 mrmr\ « 

A (絞り優先)モ-ド撮影 



撮影者が希望の絞り値を決めることができま 
す。カメラカ唱動的にシヤツター速度をみめ 
ます。小さい数字の絞り値にすると背景をぼ 
かした美しいポートレートが、大きい数字の 
絞り値にすると奥行きのある風景など背景ま 
でピントの合った写真力獨れます。 



1.露出モードを A モードにします。 


2.前または後ダイヤルを回して、希望 
の絞り値を選びます。 

• に=^>へ回すと絞り値が大きくなります。 
• へ回すと絞り値力、‘小さくなります。 


3.構図をみめて撮彰します。 
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巧のよろな点滅表示がファインダー巧に現われたときは、撮影しても適正露出が得られま 
せん。詳しくは86ぺージの r 表示力、‘点減したときは」をご覧ください。 



〜 U 巧 rr 
こ ILIOliJ 

さ s 

0__5 


㈱ - : が GG 3 が 

bcrz' 

3 ? 

Q— を 


㈱ ミぶい:〜 

が 


U 〇 •つ円 

luuu 

ミが 

が 1 


露出才ーバー(露光量が多すぎる)になります。点 
滅しなくなるまでおり値を大きくしてください。 


露出アンダー（露光量がかなすぎる）になりま 
す。点減しなくなるまで絞り値をかさくしてく 
ださし、。 


被写体が明るすぎる、または暗すぎて、カメラ 
の測光範困を越えています。 


♦ A モードの場合、シャッター速度は自動的に決まりますが、シャッター速度が遅くなると手 
ぶれしやすくなります。シャッター速度が遅くなるときは、三脚を巧いるなどカメラがぶれ 
なし、よラに気を付けてくださし、。 
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S (シャツタ ~ 速度優先)モ"ード撮影 



撮影者が希望のシャッター速度を決めるこ 
とができます。カメラが自動的に絞り値を 
巧めます。速いシャッター速度にすると、 
動いてし N る被写体をシャープに写し止める 
ことができ、遅いシャッター速度にすると、 
被写体を流れるよラに表現することができ 
ます。 



1.露出モードを S モードにします。 


^5S 



2.前または後ダイヤルを回して.、希望 
のシャツター速度を選びます。 

♦ へ回すとシャツター速度が速くなりま 

す。 

參 MS 叙へ回すとシャツター速度が！くなりま 
す。 


3.構図を決めて撮影します。 
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巧のよ 5 な点滅表示がファインダー巧に現われたときは、撮影しても適正露出が得られま 
せん。詳しくは86ぺージの r 表示が点滅したときは」をご覧ください。 


8 

32 

0— 弓 


㈱ 

S ぶ ?:- 


jinnn 
L UUU 


叫 

巧 3 

㈱ が GG ミが 3 


露出オーバー(露光量が多すぎる）になります。点 
滅しなくなるまでシヤツター速度を速くしてくだ 
さし、。 


露出アンダー（露光量がかなすぎる）になります。 
点滅しなくなるまでシャツター速度を遅くしてく 
ださい。 


HOSO ミが； 叫 


被写体が日月るすぎる、または暗すぎて、カメラの 
測光範囲を越えています。 
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M (マニュアル)モード撮影 

撮影者が絞り値とシャッター速度の両方を決めます。 したがって、 撮影者の思し、 
通りに露出をコントロールできます。カメラが測光した値との差が、測光インジ 
ケーター上に表示されます。 


1.露出モードを M モードにします。 


2.前ダイヤルを回して、希望のシヤツ 
ター•速度を選びます。 


3.後ダイヤルを回して、希望の絞り値 
を選びます。 


4.構図を決めて撮影します。 
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M モードでは、測光インジケーターが、撮影者力、‘設定した絞り値とシャツター速度による露 
出値と、各測光方式に基づいてカメラカ瑚 J 光した値との差をお知らせします（メータードマ 
二:!アル)。 


■3-2-1- O - l *2*3+ 


-3.2.1 . O . l .2.3+ 


3.2 小 0.1.2.3 牛 


適正露出です 


露出才ーパーになります (+1 獻 


露出アンダーになります (一1.5 段) 


•露出の差力 S +3.5 段が上になった場をは、測光インジケーター右横の H 角マークが点減します。 
•露出の差力し 3.5 段たん h になった場含は、測光インジケーター左横の兰角マークカ、•点滅します。 





-3,2，い0，い2•さ牛> 


こ 

一•2小0小2.3 + 
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長時間露光(ノ くルブ撮影） 

シャッターボタンを巧している間、シャッターは開いたままになります。 

長時間露光(ノリレブ撮穀)のときは、カメラを云脚に取り付けることをおすすめしま 
す。また、リモートレリーズターミナルにリモートコード RC -1000 S / L (別売）を 
取り付ければ、カメラぶれの防止に役立つとともに、シャッターボタンを押したが 
態で固定できます。 

1.露出モードを M モードにします。 



2.前ダイヤルを回して huib を選び 
①、後ダイヤルを回して希望の絞り 
値を選びます③。 


3.シャッターボタンを押し込みます。必要とする露光時間中押し続けてく 
ださし、。 


バルブ撮影のときは、カメラを王脚に取り付け 
て撮影することをおすすめします。また、リモ 
-トレリーズターミナルにリモートコード RC - 
1 0 OOS / L 側売)を取り巧ければ、カメラぶれの 
防止に役立つとともに、シャツターボタンを巧 
したが態で固定できます。リモートレリーズタ 
ーミナルのカノ く一をはずしてお使し、くださし、。 


•ファインダーから光が入るのを防ぐため、アイピースキヤップを取り巧けてください (9 ペー 
ジ参照)。 
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測光方式 

このカメラは、撮影目的や光線が態によって3つの測光方式を使い分けることが 
できます。 


14分割ノ \ニ カムパターン測光（お) _ 

画面全体を14分割したを分割測光を巧います。画面内には13個の八ニカム(八チの巣) 
形がの測光素子と、その周囲との合計14個の測光素テが配置されています。これらの 
素子はオートフォーカスと連動しているので、画面巧のどこに被写体があってもカメ 
ラがその位置と明るさを的確に判断し、露出を決定します。目で見た感じに一番近く 
撮れる測光方式で、逆光撮影を含む一0ミ撮影に適しています。 
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測光方が— 

中央重点 的平均測光（ご) _ 

画面の中央部を重点的に、画面全体の明るさを平巧測光します。逆光のときや被写体が 
画面中央にない場合などは、露出補正 (48 ぺージ参照)力、‘必要となります。 
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スポット測光 （®_) _ 

画面中央部のスポット測光サークル内のみを測光します。コントラスト（日月暗差)の大き 
い被写体や、画面のある特定の部分だけを測光するのに適しています。測光したい部分 
力涵面中央にないときは、 AE ロック撮影 (49 ページ参照)を巧なつてください。 



測光ち式の選び方 



測光ち式選択スイッチを回して、ボ 
デイの指標に希望の測光ち式の絵表 
示を合わせます。 
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画面全体を明るくする•暗くする(露出補正 ）斬 

フイルムに当たる光の量を調節して、画面全体を明るめにしたり暗めにしたりす 
ること力 《 できます。フイルムに当たる光の量が多くなると、画面全体が日月るくな 
って露出オーノ\’一となります。少なくなると、全体が暗くなって露出アンダーと 
なります。このカメラでは、意図的に露出オーバー、露出アンダーにする（露出 
補正する）こと力な:*きます。 



露出補正ロック照除ボタンを巧しなが 
ら①、露出補正ダイヤルを回して希望 
の補正値を設定します②。 


参一 3.0 から +3.0 まで、 0.5 段ごとに設定できます。 

•露出補正を解除する場さは、上記と同じ操作で露出補正値を0にしてください。 

参設定した露出補正値を常に測光インジケーター上に表示させておくことができまず。詳しく 
は81ページをご覧くださし、。 
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g | l の固定 (AE ロック撮影） 

AE ロックボタンを押すと、そのとき選択していた測光ち式によつて算出された 
露出が固定されます。測光したいものとピントを合わせたいものが異なる場をや、 
露出を一定にしたまま連続撮影する場合などに使用します。 




1.測光したいものにピントを合わせます。 


圓 


2 .AE ロックボタンを押します。 

•ファィ ンダーま示部に AE ロック表示 (AE し) が 
点灯し、露出が固定されたことをお知らせしま 
す。 

•フアインダー表示部の右のちに測光インジケー 
ターが表示されます (AE ロックボタンを巧した 
ときの測光インジケーター表示の意昧につし、て 
は80ベージ、81ページをご覧ください)。 


,f'5uAE し 5.5-3.2.i S.1.2 
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4. AE ロックボタンを巧したまま、ピントを合わせたし^被写体にピントを 
合わせ直して、撮影します。 

•露出は操作2.のロック（固定）された値で制御されます。 

参同じ露出で連続して撮影する場合は、 AE ロックボタンを押し続けてください。 

♦ AE とは Auto Exposure の略で、自動露出のことです。 

♦フラッシュが光るとき（ファインダー表示部に/7さ力{点灯しているとき）は 、 AE ロックボタ 
ンを巧すと、スローシンクロ撮影になります (64 ぺージ参照)。 
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く AE □ックボタンの操作ちまの 変更> _ 

1U 下のようにすると、 AE ロックボタンから手を離したままでも AE ロック撮影力、‘でき 
ます。一度 AE ロックボタンを巧すと露出力、‘固定され(手を離しても AE ロックは働いた 
ままです)、もう一度巧すと、 AE ロックカ懈除されます。 



1.フイルム感度設定ボタンを巧したま 
ま、 AE ロックボタンを押します。 
•ボディ表示部に ncf と表示されます。 


^ GFf ， 


Dn 




L. J 


2. フイルム感度設定ボタンを一度押し 
ます。 

参表示が On に変わります。 

3. シャッターボタンを半巧しすると、 
通常の撮影が態にもどります。 


♦A 巨ロックボタンの操作ち法を通常の状態 (AE ロックボタンを押している間だけ AE ロックが 
働き、ボタンを離すと魄除される）にしたいときは、同じ操作でボデイ表示部に nff を表 
示させ、シャッターボタンを半巧しします。 

♦AE ロックポタンの操作方ミ去を上記の方法に変更しているときでも、な下の操作をすると AE 口 
ックは解除されます。 

’ メインスイッチを LOCK 位置にする 
-レンズを交換する 
-測光ち式を変更する 
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多重露光 

フイ J レムの 1 コマに、最高 9 回までの露光をすることができます。 



1. ドライブ モー ドレ バーを @に合わ 
せます。 

参ドライブモードレバーがこの位置では、を重露 
光の回数を設定することしかできません（シヤ 
ツ ターは 切れません)。 


2.前または後ダイヤルを回して希望す 
る多重露光の回数を設定します。 



I g 苗 S 

I QLLi 


3•ドライフモードレバーを、 □ 〇! 
(5) のいずれかに合わせます。 

参フイルムカウンターに M1 が表示されます。 
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-1 

cm 

uu 

互 

島巧 

が JL 


4 .シャツターボタンを巧して撮影します。 

参1回目の露光が巧なわれ、フイルムカウンターに M2 と表示されます。 


フイルムは卷き上げられません。 


5 .引き続き、シャッターボタンを押して撮影します。 

•操作2.で設定した回数分の露光が行なわれると、フイルムカ{巧のコマへきき上げられ、フイ 
ルムカウンターは通常のコマ数表示に戻ります。多重露光の設定は解除されます。 


く多重露光の途中で、多重露光の設定を解除したいときは> _ 

設定回数分の露光を行なう前に多重露光を解除したし順合は、巧の操 
作をします。 

1 . ドライブモードレノト■を@に合わせます。 

2. 前または後ダイヤルを回して、ボディ表示部に UFP を表示 
させます。 

3. ドライブモードレバーを □ cqy ぺ、のいずれかに合わせま 
す。 

♦フイルムが巧の コマへ 巻き上げられ、フイルムカウンターは通常の コマ 
数表示に戻ります。 

♦設定回数分の露光を巧なラ前に電池を抜いたときは、多重露光は解除されますが、フイルムは次 
のコマへ卷き上げられません。多重露光撮影の前には必ず電池の容量を確認してください （11 ぺ 
—ジ参照)。を重露光撮影の途中では交換しないでくださし、。 

参多重露光撮影では、背景や被写体の状況によってはあらかじめ露出補正しておく必要力％ります。 
•ネガフイルムで多重露光撮影した場合は、その旨を店頭で申し出ないとプリントされないことが 
あります。 


SFF 


I1E 
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露出すらし(ブラケット)撮影 

リバーサルフイルムを使うときなど厳密な露出を要求される撮影では、適正露出 
での撮影た(外に、その前後に少し露出をずらして何点か撮影することがあります。 
これをブラケット（露出ずらし）といいます。 

このカメラのブラケットは、露出のずらし量 0.5 段で、撮影は±0、 一0.5 段、 +0.5 
段の順に巧なわれます。 

•フラツシユ発光時はフラッシュブラケットになります (66 ページ参照)。 



1. ドライブモードレバーを&に合わ 
せます。 


2.そのままシャツターボタンを押し込んで撮影します。3枚目の撮影が終 
わるまでシャッターボタンから指を離さないでください。 
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撮し靈し或う 

このカメラにはフラッシュが内蔵されていますので、手軽にフラッシュ撮影を楽し 
むこと力 t できます。 

また、逆光での人物を美しく撮ることができる日中シンクロ撮影や、夜景を背景に 
した人物撮影で、人物-夜景両方をきれいに写すこと力 《 できるス□ーシンクロ撮影、 

とし^った高度な撮影も自動で巧なラことができます。 

別売のプログラムフラッシュを使えば、ハイスピードシンクロ撮影やワイヤレスフ胃 
ラッシュ撮影ができます。 胃 
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严放 W 9 ，ろ,を 

使って撮! 


ミしましよ 




圓 i 圓 


このカメラの内蔵フラツシュは焦点距離28關じ(上のレンズの画角をカバーしま 
す。 



1.内蔵フラッシュを持ち上げます。 

♦フラッシュ撮影になるときは、フアインダー巧 
に/;於力 i 点灯します。 


2.フラッシュモードスイッチをもま 
たは<§>にをわせます。 


3.フラッシュの充電完了を確認して、 
シャッターボタンを押します。 

♦フラッシュの充電が完了すると、フアインダー 
内に^または4ち力{点丹します。 

庐爹 ㈱ 前^/7 


4.フラッシュ撮影が終わつたらフラッシュを巧し下げておきます。 

参フラッシュ撮影時にはフイルム感度 IS 025 〜1000のフイルムをお使いくださし\。に01000よ 
り高感度のフイルムでフラッシュ撮影すると、適正露出力、‘得られないことがあります。 
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暗いところで人物を内蔵フラッシュで撮影すると、フラッシュの光が眼の中で反 
射して、まれに眼が赤く写ることがあります。撮影の直前に小光量のフラッシュ 
を何回か発光させることで、この現象を巧らげること がで きます。 



フラッシュモードスイツチを<§>にを 
わせます。 


•本発光の前に数回、か光量の発光（プリ発光)力<行なわれます。人物撮影のときは写される人 
にその旨を伝えておくとよいでしよう。 

参プリ発光のない通常のフラッシュ撮影にもどすには、フラッシュモードスイツチをちに合 
わせます。 
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内蔵フラッシュ使巧時のを意 

<フラッシュ光の届く範囲〉_ 

フラッシュの光力宿く範囲には限度があり、それはレンズの焦点距離や絞り値、フイ 
ルムの感度によって異なります。内蔵フラッシュで撮影するときはじ>(下の表を目安に 
してください。 

内蔵フラッシュによる撮影距離 


\\\フイルム感度 
絞り値 

に0100 

ISO 400 

F2.8 

1.0-4.2m 

1.0-8.4m 

F4 

1 .0-3.0m 

1.0-6.0m 

F5.6 

1.0-2.1m 

1.0-4.2m 


•内蔵フラッシュを使って 1 m 未満で撮影すると、写真の下部に影ができることがあります。 


く内蔵フラッシュ使巧時のレンズについて> _ 

参内蔵フラッシュ撮影時はレンズフードを外してください。 

♦焦点距離 28 圆未満の広角レンズで内蔵フラッシュ撮彰をすると、写真の周囲が暗くなること 
力 <あります。 

•下記のレンズで内蔵フラッシュ撮影をするときは、広角側でフラッシュ光がレンズでさえぎ 
られること力 S ありますので、フラッシュ撮影には別売のプログラムフラッシュの使巧をおす 
すめします。詳しくはサービスセンター-サービスステーションにお問いさわせください。 

. AF ズーム 28- 70 醒 F2.8G . AF ズーム 28 -朗 mm F3.5-4.5 . AF ズーム 28-1 35 隱 F4-4.5 

•下記のレンズ使用時は、フラッシュ光がレンズでさえぎられるため、内蔵フラッシュによる 
撮影はできません。 

-ハイスピード AF アポテレ 300 mm 巧ぶ 

■ AF アポテレ 300 mm F2.8 
■ハイスピード AF アポテレ 600 mm F4 

■ aF アポテレ 600 mm F4 
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フアインダー"表示部のフラッシュ表示 

フラッシュの使用をおすすめします（この表示は、ドモード- 
内蔵フラッシュが下がつているとき、または、 P モード-外付 
けフラッシュの発光 OFF のときに、被写体が、後ちまたは斜め 
後ちからの光で照明されていると表われること力嗦)ります） 




フラッシュの充電が完了しました 



本発光の前に数回、プリ発光が行なわれます 



媚影後にすばやく点減）フラッシュ光力斌写体に届きました 

□ 



ハイスピードシンクロ撮影になります (61 、63ページ参照) 



(交互に点滅）ワイヤレスフラッシュ撮影が選巧されています 
(68 〜72ぺージ参照） 
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p モ- ~ ドでのフラッシュ撮影 

フラッシュカリ!がつているとき_ 

フラッシュカ、‘必要なときは自動的に発光します。 


くフラッシュを必ず発光させたいとき> 
フラッシュ強制発光ボタンを巧したま 
まシャツターボタンを押します。 


がち ㈱ が G 5/1 


•巧のような場合は、フラッシュを発光させるとよりきれいな写真が撮れます。 

-明るい屋外で、帽子などで顔に影ができてしぶ人物を撮影する 
•曇りの曰に、屋外で人物を撮影する 
-堂光灯で照明されている、明るい室内で撮影する 

♦内蔵フラッシュが下がつているとき、「被写体が暗いわけではないのだが、フラッシュを発光 
させたほう力、‘きれいな写真力欄れる」とカメラカ啤リ斬した場合は、ファインダー内のがが 
点滅します (59 ページ参照)。内藏フラッシュを上げてフラッシュ撮彰されることをおすすめ 
します。 



フラッシュカ《下がつてし、るとき 
フラッシュは発光しません。 

参フラッシュ撮影が禁止されている美術館などでの撮影や、夕景•夜景を撮影するときは、巧 
蔵フラツシユは下げたままで撮影してください。 
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フラッシュカリ!力 S つているときは必ず発光します。下がつていると発光しません。 


A モートノフツンユ^|1影 _ 

フラッシュなしの撮影の場含と同じで、希望の絞り値を選ぶことができます。シャッ 
ター速度は自動的に決まります。 

S モードフラッシュ撮影 _ 

フラッシュなしの撮影の場合とほとんど同じで、希望のシャッター速度を選ぶことが 
できます。ただし1/200秒より速いシャッター速度は選べません。絞り値は自動的に 
決まります。 

M モードフラッシュ撮影 _ 

フラッシュなしの撮影の場合と同じで、希望の絞り値とシャッター速度を選ぶことが 
できます。ただし1/200秒より速いシャッター速度は選べません。 

♦ A モード、 M モードでは大きい数字の絞り値を設定するほど、 S モードでは大きし、数字の絞り 
値が自動で設定されるほど、フラッシュ光の届く範囲は狭くなります (58 ぺージ参照)。 
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を光でのフラッシュ撮影(日中シンクロ撮影） 

写したい人物に比べて背景が非常に明るい逆光などの場台、そのまま撮影すると 
背景が白くとんでしまいがちです。そのよろな場合、フラッシュ撮影をすると人 
物にフラッシュ光を補って日月るさのバランスをとり、人物と背景の両方をきれい 
に写すこと力な:*きます。 


く P モードのとき> 



内蔵フラッシュが上がつていると、カメラが 
被写体の状況を判断して自動的に発光し、曰 
中シンクロ撮影となります（このときフアイン 
ダー内に/; Df が点灯します)。 

•ぴミ が点灯しないときに曰中シンクロ撮影した 
い場合は、フラッシュ強制発光ボタンを押しな 
がら撮影してくださし、。 


く A / S / M モードのとき> 



内蔵フラッシュが上がっていると、必ず発光 
します。 


参 A / S モードでは、背景の明るさや設定した絞り 
値/シャツター速度によっては、露出才ーバーに 
なること力、‘あります。その場合、フアインダー内 
のシャツター速度/絞り値が点減してお知らせし 
ます。 
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ハイスピードシンクロ （HSS) 撮影 



従来の曰中シンクロ撮影 ハイスピードシンクロ撮影 


—販のフラッシュ撮影時には、これ上速いシャッター速度ではフラッシュ撮影で 
きない、というシャッター速度の上限があります。これを同調速度といし、、この力 
メラでは1/200秒といラシャッター速度がそれに当たります。別売のプログラムフ 
ラッシュ5400 HS をこのカメラに取り付けて、5400 HS をハイスピードシンクロモー 
ドにします。すると、この同調速度の制限がなくなり、カメラの持つシャッター速 
度全域 (30 秒〜1/4000秒)でフラッシュ撮影ができるようになります。その結果絞り 
値の選が幅がにがりますので、日中シンクロ撮影でも絞りを開けて背景をぼかし、 
人物力、‘浮き上力でってみえるポートレートらしい写真を撮ることができます。 

また A モードで日中シンクロ撮影するとき、背景が非常に明るくて露出才ーノト■とな 
るようなシーンでも、高速シャッターを使って適正露出に描写すること力巧きます。 

参八イスピードシンクロ掃影となるときはファインダー内に诚力<点；口します。 

♦八イスピードシンクロ撮影となるときは、通常のフラッシュ撮影よりも調光距離の範西が短 
くなります。撮影前に、被写体がプログラムフラッシュ 5400 HS の液晶表示部に表示されて 
いる距離の節面内にあるかどラか確認してください。 

参堂光灯下で撮影するとき、またはファインダー巧に測光範困がの雲を表示が出るときは、適 
正露出が得られないことがありますので、1/200秒より高速のシャッター速度にはしないで 
くださし、。 

詳しし喉作手順は、プログラムフラツシユ 5400 HS の使用説明書をご覧ください。 
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夜景を背景にして記念撮影する場合など、 
通常のフラッシュ撮影では手前の人物はき 
れいに写しだされますが、フラッシュの届 
かない背景は黒くつぶれてしまいます。こ 
のような場合、スローシンクロ撮影（シヤッ 
ター速度の遅いフラッシュ撮影）をすると、 
人物も背景もきれし H こ撮ることができます。 



P 、 A モードでは巧のよろにしてスローシンク 
口撮影ができます。 

ファインダー内にグミが点なしている 
とき、 AE ロックボタンを押しながら撮 
影します。 


^ AE ロックボタンの操作方法を変更しているとき ( AE ロックポタンから手を離しても 、 AE 
ロックの機能(働き）が残っているとき。51ぺージ参照）はごを意ください。ファインダー 
巧に AEL 力、’点灯している間はス□ーシンクロ撮影になります。 

通常のフラッシュ撮影を巧なうには、もう一度 AE ロックボタン押して AE ロックを解除す 
るか、 AE ロックボタンの操作ち法を通常の状態 ( AE ロックボタンを巧している間だけ AE 
□ックカ i 働き、ボタンから手を離すと辭除される）にしてください(引ぺージ参照)。 
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このカメラは、内蔵フラッシュまたは別売のプログラムフラッシュを使ってフラ 
ッシュ撮影するとき、フラッシュの光量を調節することができます。そのため、 
フラッシュ光の届かない（フラッシュ光じ(外の光だけで照日月されている）背景の露 
出を変えることなく、フラッシュ光が届く主被写体だけの描写を補正することが 
できます。 



フラッシュ調光補正ダイヤルを回して 
希望の調光補正値を設定します。 


参一 2.0 から +2.0 まで、 0.5 段ごとに設定できます。 

♦フラッシュ調光補正を解除する場合は、上記と同じ操作で調光補正値を0にしてください。 
参フラッシュ光およびフラッシュ光政外の光も含めた全体の露出レベルを補正するときは、 
露出補正 (48 ページ参照）の操作をしてください（このときフラッシュ調光補正も設定してい 
ると、フラッシュ光にがしては二重に補正がかかることになります)。 



65 






このカメラは、内蔵フラッシュまたは別売のプログラムフラッシュを使つてフラ 
ッシュ撮影するとき、フラッシュの光量を段階的に変化させること力《できます。 
そのため、フラッシュ光の届かない背景の露出はそのままで、フラッシュ光が届 
く主被写体だけの露出ずらし撮影ができます。このカメラのフラッシュブラケッ 
卜は、ずらし量0.己段で、撮影は±0、 一0.5 段、十 0.5 段の順に行なわれます。 



1.内蔵フラッシュを持ち上げます。ま 
たは、カメラに取り付けたプログラ 
ムフラッシュの電源を ON にします。 
参内蔵フラッシュが下がっているとき、またはプ 
ログラムフラッシュの発光が OFF のときは、定 
常光の露出ずらし攝影になります (54 ページ参 
照)。 



2. ドライブモードレバーの指標を& 
に含わせます。 
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/?" 嗓 ㈱ が G S/1 


3 .フラッシュ充電完了の表示ちを待 
つて、シャッターボタンを押し达ん 
で撮影します。 


4.上記3.の操作を、もラ2回繰り返します。 

参フラッシュなしのときのブラケット (54 ぺージ参照)と違って、1コマつ‘つ3回シャッターを切 
る操作なのでごを意ください。 

•フラッシュブラケット時は、シャッターボタンを離したときボディ表示部に Fbr と、巧の 
撮影がフラッシュブラケツトの何コマ目であるかが表示されます。 


[ffar n 


QJ 省 


Fbr 登 



Q _ 這 


{hr ミ 



参フラッシュブラケット時は、 P モードで自動発光でも、フラッシュが必ず発光します。 

参フラッシュブラケットを途中で (3 コマ撮り終える前に)解除するには、ドライブモードレバ 
一の指標を&じ>(外の給記号に合わせる、メインスイッチをし OCK 位置にする、内蔵フラッ 
シュを下げる、のいずれかの操作をしてください。 

参が付けのプログラムフラッシュでフラッシュブラケットする場合は、途中で (3 コマ撮り終え 
る前じフラッシュを取り外したり、発光を OFF にしたりしないでください。ブラケットの 
残りのコマの露出がすべてアンダー•になる可能性があります。 

参縦位置コントロールグリッブ VC -507 のシンクロターミナルを通して外部フラッシュで撮影し 
ているときは、フラッシュブラケットは使巧できません。 
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写真① 



写真② 



写真③ 


フラッシュをカメラの上に取り付けて撮影 
すると、写真①のよラに平面的な印象を受 
ける写真になることがあります。このよラ 
なとき、フラッシュをカメラから離して撮 
影すると、フラッシュの位置を工夫するこ 
とで、陰影をがけて立体感を出すことがで 
きます(写真③)。このようなフラッシュを 
カメラから離した撮影をオフカメラフラッ 
シュ撮影と呼びます。 

写真⑤はカメラの内蔵フラッシュと、オフ 
カメラフラッシュの光量を1: 2の割合で 
発光させたものです。日月暗差が柔らかくな 
り、自然な陰影を付けることができます。 
このよろな2灯じ(上のフラッシュの光量に 
比をつけた撮彰を、光量比制御撮影と呼び 
ます。 

従来、一眼レフカメラではこのオフカメラ 
フラッシュ撮影をするときには、カメラと 
フラッシュをコードで接続する必要があり 
ました。このカメラは、カメラとフラッシ 
ュの信号の伝達をコードではなく、フラッ 
シュの光を利用して行なろことができま 
す。このフラッシュ撮影をワイヤレスフラ 
ッシュ撮影と呼びます。もちろん露出は力 
メラが自動で適正露出になるよろ制御しま 
す。 
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[ワイヤレスフラッシュの設定ち法1 




1.フラッシュを ON にし、カメラに取り 
付けます。 

このカメラと組み合わせてワイヤレ 
スフラッシュ撮影できるフラッシュ 
は、5400 HS 、 5400 Xi 、 3500 Xi の3機種 
です。 


2 .フラッシュモードスイッチを 
WIRELESS に含わせます。 



3.フラッシュをカメラから取り外し、 
内蔵フラッシュを持ち上げます。 


参ワイヤレスフラッシュ撮影時は、シャツター速度は自動のに1/60秒な下に設定されます。 
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[撮影ち法 1 _ 

このカメラは、内蔵フラッシュの発光を信号として日400 HS や5400 Xi、 3500 Xi を発光させます。 
信号が正しく受け取れるように iU 下のことに気を付けてください。 

•室内など、暗いところで撮影してください。 

参下記の難囲内にカメラとフラッシュを配置してください。 



5400 HS . 5400况は 
を使巧説巧書を参照。 
3500 Xi は表2を参照。 


1.カメラ、フラッシュ、被写体を上図のように設置します。 


表1:ワイヤレスフラッシュ撮影時の被写体 


とカメラとの距離(単位な) 



.…- .巧が 眉 …… 

乾'';-: '嚇 J 舜 *碱み--;—'' j 

絞り値 


械 - 

，- •、、、-、、 vmmf 

、 * 夕、 

2.0-5.0 

4.0-5.0 

2.8 

1.4-5.0 

2.8-5.0 

ぶ 4 ぃが、 

1.0-5.0 

2.0-5.0 

5.6 

1.0-5.0 
(1.0-4.0) 

1.4-5.0 

另 

1.0-5.0 

I (1.0-2.8) 

1.0-5.0 


() は光量比制御撮影の場さの被写体とカメラ 
との距離です。 
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•ワイヤレスフラッシュ撮彰時の被写体と 
フラッシュとの距離について 
5400 HS、 5400 Xi をご使巧のちは各フラッ 
シュの使用説明書をご覧ください。 

3500 Xi をご使用のちは下の表を目安にし 
て < ださし、。 

表2 :フラッシュ （3500X0 と被写体との距離 
逆位な） 



r 去/彩ぶ 

齡黑 ‘ご 

紋り偃 

/ - 古’，* '•: i ザ~丸 

- だけ•ミ巧 

"■^""-”‘•をぃ、 化を 

2 

1.4-5.0 

2.8-5.0 

一之 8 く 

1.0-5.0 

2.0-5.0 

4 .' 

0.7-4.S 

1.4-5.0 

II^BI 

0.5-3 .呂 

1.0 -5.0 


0.35-2.25 

0.7-4.5 








2 .フラッシュと巧蔵フラッシュの巧電 
完了を確認します。 

•フラッシュは、 背面の ちマークが 点巧し、前 
面の AF 補助光が点滅すると、内蔵 フラッシュ 
は、ファインダー巧のちち力、’交互に点滅すると 
充電ち了です。 


庐巧 ㈱ 50 5.5 


3.カメラの AE □ックボタンを巧して、 
カメラから離したフラッシュが発光 
することを確認します(テスト発光)。 


4.もう一度両方のフラッシュの充電を確認し、シャッターボタンを押し込 
んで撮影します。 

4.の操作のとき、カメラのフラッシュ強制発光ボタンを巧しながら撮影すると、カメラの内 
蔵フラッシュも発光し、フラッシュと内蔵フラッシュの光量比を2:1にする光量比制御撮影 
力 S できます。 

5 J $ AE ロックボタンの操作方法を変更しているとき ( AE ロックボタンから手を離しても、 AE ロッ 
クの機能（働き）が残っているとき、51ページ参照）はごを意くださし、。ファインダー巧に 
AEL が点丹している間はワイヤレススローシンクロ撮影になります。また、テスト発光のた 
びに、 AE ロックが態とそうでない状態と力娜リ替わります。ワイヤレスフラッシュ撮影時は、 
AE ロックボタンの操作方法を通常の状態 (AE ロックボタンを押している間だけ AE ロックが 
働き、ボタンから手を離すと解除される）にもどしておくとよいでしよう。 



71 





【ワイヤレスフラッシュの解除】 _ _ 

1.フラッシュを ON にし、カメラに取り 
付けます。 


2 .フラッシュモードスイツチを、ち 
または發に合わせます。 


くワイヤレス フラッシュリモコンを使ったワイヤレスフラッシュ撮影> _ 

内蔵フラッシュの巧わりに、別売のワイヤレスフラッシュリモコンを使っても同様のワイヤレ 
スフラッシュ撮影ができます。また、ワイヤレスフラッシュリモコンを使えば、2台た乂上のフ 
ラッシュを巧いてワイヤレスフラッシュ撮影するとき、それぞれのフラッシュの光量比を1: 2 
または2 :1にした光量比制御撮影もできます。 

詳しくは、ワイヤレスフラッシュリモコンの使巧説明書をご覧ください。 

ワイヤレスフラッシュリモコンは a -9 Xi のアクセサリーとして発売された製品ですが、この力 
メラに取り付けても使用できます。操作方法はび- 9 Xi に取り付けた場さと同様です。 







この力/ラを^り顧劾に 
ご巧用いただくために 

この章では、多彩な撮影を楽しむためのさまざまな機能について説明してし、ます。 
ぜひご一読し 、たたき、 このカメラをより有効にご活巧くださし、。 
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日付-日 


時間を写し込 





撮影時の日付や時間を写し込むことができます。このカメラには2019年までの 
日付が記憶されています。パノラマ写真にも写し込むこと力 ( できます。 



•写し込み位置に明るい色（空や白い壁など）があると、写し込んだ 
文字が読みにくくなること力であります。:^ /よ 


写し込み用電池の交換__ __ 

写し込んだで字が薄くなってきたら電池を交換してください。 CR2025 を1個使用します。 



裏ぶたを開けて、電池室のふたを►の方 
向に押して開けます①。 

古い電池を取り出し、新しい電池の+側 
を上にして電池室に入れ⑤、ふたを閉め 
ます 

参ふたを閉めるときは、を部を差し a んでから、 
左側へ押し込みます。 

参写し込み用電池を交換した後は、日付•時間を 
修正してください。 
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日付-時間の修正 



1.モードボタンを巧して、変更したい表示を選びます。 



2.セレクトボタンを押して①変更したい数字を点減さ 
せ、アジャストボタンを巧して②数字を変更します。 
•修正中は、セレクトボタンを巧すたびに、年^月^曰または時~-分 
一：の順に数字が点滅します。 

♦アジャストボタンを巧し続けると、数字は連続して変わります。 
♦秒を時報に合わせるには、：を点滅させ、時報に合わせてアジヤス 
トボタンを巧します。 



3.上記2.の操作を繰り返して、変更が終了した5、点 
滅している数字がなくなり、「一」が点灯するまで 
セレクトボタンを押します。 


参曰イ寸写し込み機能は〇〜50での難困でご使用ください。それな外では正常に機能しないこと 
力であります。 

•コイン型電池はお子様の手の届かない場所に置いてください。方一飲み这んだ場合は、ただ 
ちに医師にご相談ください。 
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パノラマ写真を写してみましよう 

撮影の途中でも、標準撮影とパノラマ撮影を切り替えること力できます。 


パノラマへの切り替え 



1.パノラマ切り替えレノ も)又 J ラマ側 
にします。 

•ファインダーカ、’ハ’ノラマ撮影巧に切り替わります。 




2.構図を決めて撮影します。 

♦標準撮影にもどすときは、パノラマ切り替えレバ 
一を標準測にします。 


•パノラマ切り替えレバーは、止まるまで（レバーの指標■除がさちんと • を差ずまで）確 
実に操作してください。 

♦パノラマ攝影ずるとさは、画面の周のにかしを裕を持たせてください。プリン h される範囲 
が、実際に撮影した画面よりち、やや狭くなることがありまず。 

•広ちレンズで撮影ずるとパノラマらしさがよりいっそラ効果的に表現されまず。 


♦カメラを破損ずる恐れがありまずので、パノラマアダプターは使用しないで 

蘇くおきぃ於;；^^:? .：■'：■ rVa ' ito ®：:. 

巧'再若.-;ク-、、 ’■：,、、、':, '、 :、。‘ -.1 け..が....;:',:.柄ん. 7- 巧‘ぃ--"请’-ぶ‘で;み■端:.-"'."; 一.，'‘ .W みがVザ'?^;も.V::, - " を.....な:..が A. ん、；ぶ:ぶが一';:. こ.馬真.'—韋ぇ ' ご識家' 
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•パノラマ撮影したフイルムには、図のよラに 
上下に露光されない部分があ D ます。 

♦パノラマ撮影してちフイルムの撮影枚数は変 
ねりません。 

♦パノラマ写真の一般的なプリントサイズは 90 mmX 250 mm でず。 

•パノラマ撮影したフイルムを現像-プリン h に出ずとさは、「パノラマ化上げ」または r パノ 
ラマプリン S 」 と指定してください。通常仕上げまたは通常サイズでプリン h されると上下 
に黒い帯が写し込まれまず。 
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セルフタイマ-"撮影 

シャツターボタンを押してから約10秒後に撮影されます。 



1.ドライブ モードレバーの 指標を の 
に合わせます。 


2.構図を決め、ピントを合わせてから 
シャツターボタンを押し込みます。 


•セルフタイマー作動中はカメラ前面のセルフタ 
イマーランプが点滅します。撮影のタイミング 
の約3秒前から点滅の間隔が短くなり、撮影の 
直前約1抄間はランプが点なが態になります。 


•シャツ ターボタンを押す前にセルフタイマーを解除するには、ドライブ モー ドレバーの指標 
を&(外の絵記号に合わせます。 

•作動中のセルフタイマーを止めるには、ドライブモードレハ‘一の指標を0切外の給記号 
に合わせるか、メインスイツチを LOCK 位置にします。 
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連続撮影/ 1 コマ撮影 


連続撮ぉ(回) _ 

シャッターボタンを押している間、1秒間に2コマの速さで連続して撮影さ 
れます。 

•このカメラはピントカをうまでシャツターカ硕れませんので、1秒間に2コマの速さで連続撮影 
できないこと力《あります。 


1 コマ撮影 （a ) _ 

シャッターボタンを押すたびに1コマ撮影し、巧のコマにフイルムを卷き 
上げます。 


連続撮穀/1コマ撮影の選びち 



ドライブ モー ド レバーの 指標を〇! 
(連続撮影）または □(1 コマ撮影）に 
合わせます。 


圏 
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測光インジケ-™"'夕一 

測光インジケーターは PsA、S 各モードで AE ロックボタンを巧すと表示されます。インジ 
ケーター上には指標 ■ 力{表示されます。この指標は、 AE ロックボタンを巧したとき設定 
していた測光方式による測光値を基準の)とし、構図を変えた後のスポット測光サークル 
内の測光値と基準との差を示します。測光方式をスポット測光にして測光インジケータを 
使えば、撮影画面内のある特定の部分(スポット測光サークル内)の露出(明るさ）の差を読 
み取ること力な:•きます。 


※み巨ロックボタンの操作ち法を変更しているとき (AE ロックボタンから手を離しても、 AE 口 
ックの機能(働き）力《残っているとき。51ぺージ参照)は、フアインダー内に AEL が点灯して 
いる間中、測光インジケーターと指標力讓示されます。 

(例）①にスポット測光サークルを合わせ、 AE ロックボタンを巧して露出を固定、その後 AE 口 
ックボタンを巧したまま構図を変え、スポット測光サークルを②、⑤へと合わせる。 

測光インジケーターの変化 

① P= I i 

二 3*2-1-O-l-2-3+ 


②- 

— 3 , 2 - 1 * 0 * 1 « 2 » 3 + 

T 

⑤卜 .. ■ …… - 

— 3 , 2 . 1 * 0 - 1 . 2 . 3 + 


上の例では、肩の辺りの影になっている部分③は人物の顔①よりも 1.5 段暗く、背景の明る 
し、部分⑤は肩の部分②より 3.5 段明るしにとを意巧します。 

露出補正 (48 ページ参照)をしている場合は、本来の墓華との差に露出補正分力巧日がされた 
位置に指標が表示されます。上の例で、たとえば露出を十 1.0 段補正している場さ、⑤の表 
示はが下のよラになります。 



十2.0(本来の薑举との差)+1.0(露出補正分を加嗽 一 +3.0 の 
位置に指標力讓示される 
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3 . 2 . 11 • 2*3 + 












参 M モード時は常に測光インジケーターが表示されます。インジケーター上には、撮影者 
力《設定したシャッター速度と絞り値による露出と、そのとき選がしていた測光ち式に 
よって算出された露出(絞り値とシャッター速度との組み合わせ）との差が指標で表示 
されます（メータードマニュアル表示。 43 ぺージ参照)。 


く露 出補正値を常時測光インジケーターに表示させるには> _ 

露出補正値を常時測光インジケーターに指標で表示させること力できます。 


露出補正値の指標 


-1 


1 卜 

-3*2- 1 - O - l -2-3 + 

-露出補正値分が加味された指標 




1.フイルム感度設定ボタンを押したま 
ま、プレビュ ー( 絞りをみ)ボタンを 
巧します。 

•ボディ表示部に nc C と表示されます。 


2. フイルム感度設定ボタンを一度押し 
ます。 

参表示がに変わります。 

3. シヤ ツ ターボタンを 半 巧しすると、 
通常の撮影が態にもどります。 


參露出補正値を表示させない状態にしたし化きは、同じ 1. 2. の操作でボデイ表示部に nfp 
を表示させ、シャツターボタンを半巧しします。 
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プレビュー(絞り込み） 

プレビュ ー( 絞り込み)ボタンを押すと、撮影のときの絞りまで絞り込まれるの 
で、撮影前におおよその被写体のボケ具合等を確認することができます。 



プレビュ ー( 絞り込み)ボタンを押します。 


•押している間、表示されている撼リ値まで絞りが 
絞り込まれます。ピントと露出は固定されます。 
参プレビューボタンを巧している間は、シヤツター 
ボタンじ乂外のボタンを受け付けません(操作して 
も何も変化しません)。 


参プレビュー時には、アキュートマット（焦点板)の特せ上、ファインダー中央部が陰ることが 
あります。 

•ボタンを離すとプレビュ ー( 紋リ込み)は解除されます。このときミラーカ澤 K ため、一瞬フ 
ァインダー内の像が見えなくなります。 

•プレビューボタンを巧したとき、ピントカ S 合っていなかった（フォーカス表示の參力 S 点滅、 
または （()） 力 i 点なする）場合は、シャッターが切れません。 

参ハイスピードシンクロの制御になるとき（ファインダー内にがが点灯するとき）は、プレ 
ビューボタンを巧していると シャッ ターが切れません。 

ピントを合わせた被写体の前後には、実用上写真としてピントが合って写る範囲があり、 
これを「被写界深度」といいます。 F1.4、 2など絞り値が小さい(絞りが開放側になる）ほ 
ど被写巧深度は浅く（ピントが合って写る範囲は狭く）、 F22、 32など絞り値が大きい 
傲りが絞り込まれる）ほど被写界深度は深く（ピントが合って写る範圃は広く）なります。 


絞り値 I 

かさぃ 

fb II I 3 

ントのさう範囲 J 

こ餐文文交左 _ 

- @大きぃ I 



ピントの合 5 範囲 
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! 表示がはつぎりと見えないときは(視度調整） 

ファインダーの表示がはつきりと見えないときは、視度調整ダイヤ J レでファイン 
ダー視度を調整してください。軽度の近視-遠視-老眼なら、眼鏡をかけずにフ 
アインダー像を鮮明に見ること がで きます。 


誦 



1. レンズを取り外し、カメラをなるぺ 
く日月るいところに向けます。 

2. フォーカスエリアが最もはつきり見 
えるよラ、視度調整ダイヤルを、遠 
視の場合は+方向へ、近視の場台 
は一方向へ、回します。 

參視度調藝アタツチメント1000を併巧することもできます。本体の視度調整機構を用いて 
もファインダー像がはっきり見えない場合にお使いください。お視巧4種類、違視用5種 
類があります。 
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この章では、このカメラをお使いになる上で知つておいて欲しいことや、お使いに 
なる際のま意事項について説明しています。 

またこのカメラを末長くご愛用いただくためにも、90〜92ページの「取り扱し、上 
のを意」および「手入れと保管の仕ち」はぜひお読みください。 



このカメラと組み合わせて使えるちの； 

※このカメラの機能を活用していただくためには、当社独自のノウハウによリボディ 
特性に適合するよラに設計製造管理されているレンズおよびアクセサリーの使用を 
おすすめします。当社製品外の付属品をお使いになる場合、いかなる事象が生じ 
るかは予想いたしかねます。 

レンズ _ 

すべての a レンズ、 a-Xi レンズが使用できます。それ U (外のレンズ (MD レンズや MC レンズな 

ど）はご使用になれません。 

参内蔵フラッシュを使ったときのレンズの制限については、58ぺージをご覧ください。 

フラッシュ _ 

内蔵フラッシュでは光が届力、ないような撮影距離でも、より大光量のブログラムフラッシュを 

兩し、れば、美しし、フラッシュ撮影ができます。 

磯ブログラムフラッシュ5400 HS、Xi シリーズフラッシュ （5400Xi、 3500 Xi、 2000 Xi) および i シリ 
—ズフラッシュ （5200 し3200し2000 i) は、そのままご使用になれます。この場合、 

P モード：フラッシュを ON にすると、必要に応じて自動発光します。フラッシュ強制発光ボ 
タンを巧しながら撮影すると、フラッシュは必ず発光します。 

A/S/M モード：フラッシュを ON にすると、必ず発光します。 

爆 AF シリーズのフラッシュ （4000AF、 2800 AF、 1800 AF、 マクロフラッシュ1200 AF) をご使用に 
なる場さは、別売のフラッシュシューアダプター FS-1100 を使ってカメラに取り付けてくだ 
さい。このとき、 P モードでもフラッシュカて ON のときは必ず発光します。また、フラッシュ 
の AF 補助光は発光しません。 

参 AF シリーズ拟前のフラッシュ(父シリーズなど）は使巧できません。 


その他 


た乂下のものは、このカメラと組み合わせての使用はできません。 

. インテリジェントカード . コントロール グリップ CG-1000 

. データレシーバー ■DR-1000 • 縦位置 コントロール グリッブ VC- 700 



表示が点減したときは(露出の警告） 

そのまま撮影すると適正露出が得られないときは、表示が点滅してお知らせしま 
す。点滅しないよラに設定を変えてくださし、。 


モード 

表示 

原因 

処置 

P/ 




被写体が明るすぎる、 


A/ 


3 E 


または暗すぎて、カメ 


S/ 

M 


〇ぶ 


ラの測光範困を越えて 
います。 

被写体が明るすぎるときは、 ND フイ 
ルターを使5か、被写体が暗くなる 


W ： 




よラにします。被写体が暗すぎると 



iHsnd 


被写体が明るすぎる、 
または暗すぎて、使用 
レンズの絞り値、カメ 
ラのシャッター速度の 
範囲を越えています。 

きは、フラッシュ撮影を行なラか、 
被写体が明るくなるよラにします。 

P 


ミだ 








、，■っ1っ 0* 、ごつ* 
二- fUWU ：： ご 





hnnd ： 


被写体が明るすぎる、 


A 


EB 


または暗すぎて、カメ 

シャッター速度が点減しないよラに 


画 


ラのシャッター速度の 
範囲を越えています。 

絞り値を変更します。 


ミが G がと S 





8 


被写体が明るすぎる、 


S 


ミだ 


または暗すぎて、使用 

紋リ値が点滅しないよラにシャッタ 




レンズの絞り値の範囲 
を越えています。 

! 

一速度を変更します。 


8 ミだ； 

1 

! 
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故障かな？と思ったときは、巧のことを調べてみてください。それでも調子が悪い 
ときや分からないときは、お近くの当社サービスセンターまたはサービスステーシ 
ョンにお問し^含わせ下さし、。 


ノ " ft ® 表を部にム P が表示される 


^電池を一度取り出し、入れ直してください。それでも直らない場合、また何度も繰り返して 
H 化户が表示される場合は、おおくの当社サービスセンターまたはサービスステーションに 
お問い合わせ下さい。 


放^^ス.ムツ チを QN にしても、-对 & fi 表示部に何も出ない 


一電池力 S 消耗していませんか？新しい電池と交換してください （10 ページ参照)。 


I 交-り-値表示力が切れなし^ 


ーレンズが正しく取り付けられていますか？正しく取り付けてください (12 ぺージ参照)。 
^八ドレンズ信号接点力巧れていませんか？乾いた柔らかいきれいな巧でミちれを軽くふき取っ 
て < ださし、。 

ーレンズとカメラとの間で信号のやりとりが正しく巧なわれていないが態（レンズが取り外さ 
れているときなど）では、絞り値表示が"--"になり、フイルムカ、’入っている場合は、誤作動を 
防ぐためシャッターカ S 切れない仕組みになっています。したがって、天化望遠鏡などにカメラ 
を取り付けたときはシャッターが切れませんので、お近くの当社サービスセンターまたはサー 
ビスステーションにお問い合わせ下さい。 


ヒントか合わない 


ーボディ表示部に M.FOCUS が表示されていませんか？フォーカスモード （AF/M) ボタンを押 
して才ートフォーカスにしてくださし、（盤べージ参照)。 

一被写体に近づきすぎてし苗せんか？レンズの最短撮影距離より離れて撮影してくださし、。 
一才ートフォーカスの苦手な被写体 （31 ぺージ参照）を撮影していませんか？手動によるピン 
卜合わせまたはフォーカスロックを巧なつてください (29 ページ、32ページ参照)。 

ーフラッシュを下げたままにしていませんか？フラッシュ撮影が可能なところではフラッシュ 
を上げてください。 AF 補助光が発光してピントをさわせます。 
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ち式： TTL 位相差検出ち式検出素子： CCD ラインセンサー検出範困： EV-1 〜19 
(IS0100) 3モード AF 制御切り替え（自動切り曽え讨ート)/コンテイこユアス AF/ 

ワンショット AF) 動体予測フォーカス制御 



内蔵フラッシュによる補助光低輝度かつ低コントラスト時自動発光作動距離範 
囲：約1〜 5m プログラムフラッシュ装着時、必要に応じてフラッシュの内蔵 AF 補助 
光に自動切り換え 



ドーー—-一 W つ 

TTL 開放測光多分割測光(測光値ファジィ演算）スポット測光中央重点的平巧測光 
受光素子：多分割ハニカムパターン SPC (シリコンフォトセル）フラッシュ光調光巧 
SPC 測光範囲： EVO 〜20スポット測光時は EV3 〜20 (60100、 F1.4 レンズ） 



電子制御式縦走りフォーカルプレーンシャッターシャッター速度：1/4000〜30砂、 
バルブ(露出時間はカメラの電池の寿命により制限）フラッシュ同調最高速度：1/200 
秒ハイスピードシンクロ機能使用時肋/4000秒ワイヤレスフラッシュ撮影時は 
1/60秒 



ガイドナンハ‘一：12照射角：焦点距離28關をカバー充電時間：約2抄(カメラと電 
源を共有）手動アップ/ダウン赤目軽減巧プリ発光可能プログラムフラッシュと 
の組み合わせでワイヤレスフラッシュの制御可能 

陋誦 

途中切り換え可能 

視野率：縦92% X横94%倍率0.75倍(50圆レンズ、の位置）視度：一1ディオプトリ 
一視度調磬機構卜 2.5 〜 +0.5 ディオプトリー)内蔵アイポイント：接眼枠より 18.4 


mm 



全面アキュートマット (G 型) 
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オート □— ディング (1 コマ目まで自動送り）1コマ撮影/連続撮影にコマ/秒)/多重 
露光 (2 コマ〜最大9コマ)/オートブラケット/セルフタイマー切り換え可能自動巻 
き戻し途中巻き戻し可能 

巻き戻し時間： 24枚撮りフイルム約巧秒36枚撮りフイルム約23秒 


DX コード付きフイルム使刷寺は自動設定 ( IS 025 〜500 0) 手動設定可能 ( IS 06 〜6400、 
1/3 EV ステツス DX コードの付いていないフイルム使巧時は前回のフイルム感度を設 
定フラッシュ撮影時は IS 025 〜1000のフイルムを推奨 


温度 

20で ^ 

一20で 

フラッシュ使用しない 

約60本 i 

約20本 

フラッシュ50%使用 

約25本 1 

約10本 

フラッシュ100%使用 

約15本 

約5本 


試験条件24枚撮りフイルム、新品電池使用 

使用レンズ： AF ズーム 24-85 mm / F 3.5-4.5、 レンズを1コマ毎に無限 
遠から最近接まで3回往復させ、シャッターボタン半押しで10秒保 
持後レリーズ 

※36枚撮りフイルムの場合は、上記の2/3程度の本数になります。 

※電池は、実隙に撮影しなくてもカメラを操作することで消耗します。電池を 
長持ちさせるために、撮影しないときはメインスイツチを LOCK にしてくだ 
さし、。 


156 (幅） X 98 盾さ） X 73.5 娛行き ） mm 


585 g (電池別、クォーツデート用電池含む） 


本書に記載の性能は当社試験条件によります。 

本書に記載の性能および外観は都合により予告なく変更することがあります。 
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取り扱い上のミ主意 

電池について __ 

•電池を义の中に投入したり、充電、ショート、分解、加熱したりすると、発熱、発 
乂、破裂の原因となり非常に危険ですので、絶対にしないでください。 

•電池に記載されているま意書きを守ってください。 

•お子様の手の届くところに置かなし N でください。 

•電池の性能は、低温下では低下します。寒いところでご使用になるときは、カメラ 
を保温しながら撮影してください。海外旅行や寒いところでは、予備の電池をご巧 
意されることをおすすめします。なお、低温のために性能が低下した電池でも、常 
温に戻せば牲能は回復します。 

参新品電池をネリめてお使いのとき、それまでその電池が保管されていた状況によって 
は、電池の容量チェックの際に力、’点灯することがあります。その場合、いっ 
たんメインスイッチをし OCK にし、再度 ON にする操作を数回繰り返すと客量が回復 


します。 


使巧温度について _ 

•このカメラの使用温度範囲は一20〜50でです。 

•直射曰光下の車の中など、極度の高温下にカメラを放置しないでください。 

♦液晶表示は、低温下で反応がやや遲くなったり、高温下で表示が黒くなったりする 
ことがありますが、常温にもどせば正常に作動します。 

参湿度の高いところにカメラを放置しないでください。 

•カメラに急激なミ豆度変化を与えると内部に水滴をまじる危険性があります。スキー 
場のよラな寒し N 屋外から暖かし僅内に持ち込む場さは、寒し N 屋外でカメラをビニー 
ル袋に乂れ、袋の中の空気を絞り出して密閉します。その後室内に持ち込み、周囲 
の温度になじませてからカメラを取り出してください。 


90 





取り扱いについて _ 

•フラッシュが発光するときは、発光部が熱くなります。発光時には、発光 
部に触れないてください。また、皮膚や物を密着させて発光させないでく 
ださし、。 

•カメラに衝撃を与えないでくださし、。 

•このカメラは防水構造ではありません。海辺で使用されるときは、水や砂がかから 
ないよろ特にを意してください。水、砂、ホコリ、拖分等がカメラに残つていると、 
故障の原因になります。 

•このカメラの内部には高電圧回路があります。ご自分で分解したり修理なさらない 
でくださし、。 
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壹入れと保管のしかた 

手入れのし力、た ___ 

参カメラボディやレンズの外側を清掃するときは、柔らかいきれいな巧で軽くふし、て 
ください。砂がついたときは、こするとカメラに傷をつけますので、ブロアーで軽 
く吹き飛ばしてくださし、。 

♦レンズ面を清掃するときは、レンス•ブラシでホコリ等を取り除いてくださし、。ミちれ 
力《ひどし順合は、柔らかしぶやレンズティッシュにレンズクリーナーをしみ込ませ、 
レンズの中央から円を描くよラにして軽くふいてください。レンズクリーナーを直 
接レンズ上にかけることはお避けくださし、。 

•シャッター幕、ミラーなど、カメラの内部に触れないでください。また、内部をボ 
ンペブロアーで吹かなし N でください。故障の原因になります。 

•カメラ内部のミラーは、多みほこり力《ついていても露出等には影響しません。 

参シンナーやベンジンなどの有機溶剤を含むクリーナーは絶対*使わなし、でくださし、。 

参レンズ面に直接指で触れなし\でくださし、。 

保管のしかた ___ 

参使巧しないときは、必ずレンズキャップまたはボディキャップを付けてくださし、。 

♦保管するときは、涼しく、乾燥していて、風通しのよい、ホコリや化学薬品のない 
ところに保管してください。長期間の保存には、密閱した容器に乾燥剤と一緒に入 
れるとより安全です。 

参防虫剤の入ったタンスなどに入れないでくださし、。 

参保管中も時々シャッターを切るよラにして、使用前には整備点検されることをおす 


すめします。 
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雲肅 






海外旅行や結婚式など大切な撮影のときは 


参前もって作動の確認、またはテスト撮影をしてからご使用くださし、。 

•万一、このカメラを使用中に、撮影できなかつたり、不具合が生じた場合の補償に 


ついてはご容赦ください。 


アフターサービスにつし、て _ 

♦本製品の補修巧性能部晶は、生唐終了後10年間を目安に保有しています。 

•アフターサーピスについては、「アフターサービスのご案内」に詳しく記載してい 
ますので、そちらをご鬟くださし、。 
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ミノルタ株式会社 
ミノルタ販売株式会社 


[フォトみボートセンター] 

弊社製品のカメラ、交換レンズ、デジタルカメラ、フィルムスキャナ、露出計など写真や画像 
に関わる製品の機能、使い方、撮影ちまなどのお問い合わせをお受けいたしまず。 

ナビダイヤ J レ〇已 70-0071 11 

ナビダイヤルは、お客様び曰本全国どこからかけてを市内通話抖金で通話していただけるシステムです。 

TEL 03-33 己反-9111 

携帯電話 ‘PHS 等をご使巧の場をはこちらをご和巧ください。 

FAX 03-33 百 6-6303 

受付時間10:00〜12:00、13:00〜17:00(±.曰‘祝曰定化） 


r サービスセンター • ヴー ビスステ ーション」 

製品の故障や修理についてのご相談をお到九げこしまず。 


サービスセンター 

新宿〒1 60-0022 東京都新宿区新宿 3- 17-已（カワセビ J レ3階） TEL (03) 3356-628 1㈱ 

大阪〒 530-0001 大版巿北区巧田 1-11( 大阪駅前第4ビル7階） TEL の日）的4 1-6501 (巧 

サービスステーシ3ン 


f 山台干 980-0802 
横お于231-0015 
ち古屋干 460-0002 
福問〒812-0013 


化台市青葉区二日的 14-1 5ヴミ • グランデニ日おビル3階） TEL 
横お巿中区尾上町 4-4 フ（大和横おビル3階） TEL 

を古屋市中区丸の内1 -4- 12ヴレックスビル4階） TEL 

福岡市博を区博を駅ま 3-4-1 0 (コマ バビルり皆） TEL 


(022) 26 1-3431 (巧 
(04 已 )663-1445( 低 
(052) 呂 39- 12己1が 
(0 日 2)441-61 21㈱ 


9223-2097-61 N - H 110 



